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19−34　子宮肉腫 に対す る超音波エ ネル ギー
を併用 した 血管新生抑制療法の 抗腫瘍効果

福岡大

江 本　精 ， 浜田一
志 ， 野尻記子，植 田多恵子，深見達弥，蜂須賀徹 ， 瓦林達比古

【目的】近年 ， 超音波エ ネル ギーに よ る薬物効果増強作用が 報告されて い る．我々 は子宮肉腫 の 血管新 生 の 特性 を調べ た上 で

血 管新 生抑制療法 の 基 礎研究 を行 い その 有用性を報告 して きた．今 回，その 抗腫瘍効果を更 に高 め る為 に ， 固 形癌 に対 し て 初
め て 超音波 エ ネル ギーを併用した血管新生抑制療法の 基礎実験を行 っ た．【方法】我 々 が 樹 立 した子宮肉腫株 FU −MMT −1を

nude 　mouse 背部皮下に移植 し腫瘍形成を確認した後 ， 血管新生抑制剤 TNP −470 （30mg／kg，週3回 ， 8遍間）を皮下注射し，
薬剤投与後 に 毎回，治療用超音波 （SonitronlOOO，RichMar ．　Co．，U ．S．A ．）を照射 した （TNP −470 ＋ US 群）。照射法は 2．Ow／cm

2，1MHz，4分に 設定した．定期的に腫瘍径を計測し， 超音波造影剤 を用 い た カ ラ
ー

ドプラ法 にて 腫瘍内血流の 変動を調べ た．治
療効果判定 の 為 に，TNP −470単独 投 与 群 （TNP −470群），超音波照射群 （US 群）及び対照群 （C 群）を作成 し比較検討を行 っ

た．実験終了後 に移植腫瘍を摘出し病理組織学的に調べ た．【成績】TNP −470＋ US 群は，
　 US 群 ，

　 TNP −470群及び C 群 と比べ

て 有意に 移植腫瘍の 消失又 は腫瘍縮小 効果（体積及 び重量）を認め た （p ＜O．05　：
　Bonferroni法）．　 TNP −470＋ US 群 と TNP −470

群で は腫瘍の転移例は 認め られなかっ た．更に，TNP −470＋ US 群 の 腫瘍内血 流 は 他群 と比 べ て 有意 に減少 した （p〈 0．05：t
検定）．腫瘍組織の 凝固壊死 は超音波照射併用 TNP −470群に お い て 顕著で あ っ た．全 て の 治療群 に おい て副作用 （体重減少／
皮膚火傷）は特 に認め られなか っ た．【結論】予宮肉腫 に対 して 超音波照射を併用 す る こ とに よる 血 管新生 阻害剤の 効果増強作
用 （Booster効果）が示唆され ， 難治性 の 固形癌に対す る血管新生抑制療法の 新たな展望が開けた．

20−1　 子 宮内膜癌 IVb 期 の 病変の 拡が りと予 後に 関する検討

国立 病院九州 が ん セ ン ター

安永昌史，齋藤俊章，岡留雅夫，小川伸二，藤本英典，大竹良子 ， 塚本直樹

【目的】近年進行子宮内膜痛 に対する積極的な手術療法 と化学 療法 に よ り予後改善の 可能性 が報告 され て い る．しか し ， 進行
例 に お け る拡 が りの 実態や予後因子 につ い て は十分検討されて い ない．本研究 で は IVb期子宮内膜癌 につ い て ， そ の 拡が りと

予後 につ い て 検討した．【方法】1995年か ら2002年の 期間に 当科 で子宮内膜癌 IVb 期 と診断 され た 症 例 は16例 で あ り， その うち
標準手術或い は拡大 手術を施行 した13例を対象と した，【成績】組織型は類内膜腺癌10例 （G1 ：3例，　 G2 ：4例 ，　G3 ：3例）で

， 漿
液性腺癌が2例，明細胞腺癌1例 で あ っ た．原発巣の 大 きさ は1例 を 除き全例5cm 以上 で あっ た，筋層浸潤は3例が1／2以 下，10
例が1／2以一ヒで 内5例 が 全 層浸潤で あ っ た．頸部浸 潤5例，付属器転移8例 ， 後腹膜 リ ン パ 節転移8例，骨盤内腹 膜 播種9例を認め
た．腹水は5例 の み に 認め たが，腹 水

・
腹腔洗浄細胞診は 10例で 陽性 で あっ た．IVb期と して の 転移部位は腹腔内転移の み が

4例，腹腔内転移 ＋ 遠隔転移が4例，遠隔転移の み が5例で あ っ た．遠隔転移 巣 は肺4，頸部 リ ン パ 節3， 肝2， 鼠径 リン パ 節2， 骨 L
皮 膚 1で あ っ た．1例を除き， 全例 に術後化学療法が施行 され た．観察期間は4．6−84．5ヶ 月，平均生 存期間13．0ヶ 月で，6例 が死
亡 して い たが，3年以 上 4例，5年以上2例の 生存が 得 られて い た．遠隔転移 の み の 症例 や 最大残存腫瘍径2cm 未満 の 7症例 が 予
後 良 好 の 傾向 を認め た が 統計学的に有意差はなか っ た．【結論】IVb期内膜癌の 多 くは原発巣で の 増殖浸潤 が 高 度で 周囲へ の

進展を伴 っ て お り，腹腔内進展，遠 隔 転 移 t 両者 の 併存 の 3つ の 進展様式が存在する．遠隔転移例で も積極的な手術と化学療
法の 併用に よ り予後改善の 可能性が あり，さらに症例 を蓄積 して 検討する必要が あ る．

20−2　 子宮体部明細胞 腺癌の 臨床病理学的特徴
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